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1.緒言 Sr-Ca-Cu-O 系には 0
(Sr)

2(n-1)n ホモロガスシリーズが存在し[1],[2]、5-5.7GPa、1100-1150℃

において、n=2-7 のメンバーが合成できる[3]。このいくつかには水分子がインターカレーション

すること[2]が分かっている。この際、臨界電流密度のピーク効果発現と、不可逆磁場特性の向上

が見られた。この研究のため、結晶構造や水分子挿入位置を知る必要があるが、不純物が混入

しやすいことから多結晶試料のリートベルト解析は進んでいなかった。単結晶の構造解析を目

的として、高圧下での Sr-Ca-Cu-O 結晶成長が始められた。本研究では、Sr2CaCu2O6 結晶の高圧

下での成長を行い、その組成分析を行った。 

2.実験方法 仕込組成 Sr2CaCu2O6となるよう、4 種類の前駆体と原料粉末：SrCuO2、Ca2CuO3、

SrO2および CuO をモル比 1：0.5：1：0.5で混合した。SrCuO2、Ca2CuO3および CuOを管状炉内

で 700℃で 1 時間熱処理した。グローブボックス内で不活性ガス Ar 下で前駆体粉末を１時間混

合し、金カプセルに完全に充填した。5.5 GPa、1 時間、1200℃に維持した後、15 時間かけて

1150℃まで徐冷の条件下で高圧合成することによって作製された。合成された試料は X 線回折

法(XRD)による相同定、電界走査型電子顕微鏡(FE-SEM) を用いて粒子の寸法を観察した。エネ

ルギー分散 X線分析装置(EDS) を用いて観察した粒子の三つの元素 Sr、Ca、Cu比を測定した。 

3.結果と考察 X線回折法により得られた XRDパターンを Fig.1に示す。不明なピークが見られ

るものの 0
(Sr)

212相が確認された。粒子の FESEM像を Fig.2に示す。加えて、Table 1に EDSに

よる定量結果を示す。これから、この結晶は Sr2CaCu2O6相であることが判明した。 
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Fig.1. XRD pattern of Sr–Ca–Cu–O superconductor 

Fig.2. SEM image of Sr-Ca-Cu-O crystal 

Table 1. Composition of  Sr-Ca-Cu-O 

crystal  
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